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本 邦 産 ウ ミ タナ ゴ に 就 て 
大 島 正 満 
昭和 30 年 16 月 1 日 受 句 


1952 年 10 月 (に 公刊 きれ を た スタンフォード 大 学 F. TTF Tarp の ツ ミ タナ ゴゴ 笠 魚類 集 牙 り に は 世界 に 於 ける 
既知 種 21 種 の 記載 を 掲げ , 日 本 産 の も の と し て の ero tenunincki Bleeker と Neoditrema ransonneti 
Steindachner の 2 種 を あげ , 學 往 の 壇 貢 並 びに 幾多 の 遇 = 学者 の 所 説 に 従え ば Ditrema 司 に は 二 つ の 亜 種 
若く は 種 が 存する よう で は ある が , 環 存 の 知見 で は その すず べ て を の ER 近 ま と め て Ditrema は 1 
属 1 種 と 見 区 す の が 至 当 で ある と 記述 し て ある 

MNeoditrema ransonnet 好 ち 小 祖 代 方 面 で スペ タナ ゴ と 呼ん で いる も の 区 は 亜 種 若く は 変種 と 見 区 すべ き 
る も の が 見 当ら な らい が Ditrema 属 の ツ ミ タナ ゴ に は 明か に 三 つ の 型 が ある それ 等 は 決し て 混 博 せ ず , また 
体 色 が 生れ な を から に し て 上 異 つ て いる の で 形態 自学 的 に は 明 蒲 を 識別 点 A 0 
と 見 他 すべ き や , 或 は ま を た そ の 一 つき 基本 型 と 考 た ん 他 を その 変種 と 見 な すべ き や , 然 ら ざれ ば その 各々 を 
種 と な すべ き や そ の 判定 が む づ か し く な る 。 と の 負 係 は 長く 学界 論 義 の 的 で あつ た シロ アマ ダイ , キア マダ 
イ , アカ アマ ダイ の 場合 と 局 様 で , A の 本 ます で が , 典 竹 
説 を 固 幸 され た 洗 上 鎌 吉 先生 に な らら に , ウミ タナ ゴ の 場合 著者 は 三崎 方 面 で マタ ナブ ゴ , アカ タナ ゴ , アオ タタ 
ナー ゴ と 呼ば れ て いる 3 者 が 各 測 立 の 種類 で ある と と を 主張 せん と する も の で ある 。 

ンタ ナー が Ditrema tenmnincki Bleeker な る 学名 を 充当 すべ き 基 本 形 で , この も の は 油 密 その 他 の 光 外 
の 沿 罪 地帯 に 棲息 する 。 プ オタ ナ ゴ 人 は 内 湾 の アジ モ が 叢 生 する 場所 棲息 す る も ゃ の で 体 人 は 根 色 を 呈す る 。 
ナカ タナ ブ は 生々 宮 全 の 壮 只 の 欄 に 譲 高 する も の で 休 は 基 可 色 を 太 す る 。 アカ タナ ゴ は 本 その 消 村 の 
に 盾 息 二 する る の で 体 は 光輝 が あり 背部 は 黒ずん だ 金色 で 下腹 部 に 向う に 従 ひ 色 が 淡く な る 。 そ し て 体側 の 鱗 
NN EE 
で あつ て , 多く の 学者 が 考え る よら な 環境 応じ て 現われ る 一 次 的 性 外 で は な い 。 著者 が 多数 の 個体 を 解剖 
し て 実 査 し た 結果 に よる と, 発育 を 終っ て 将 に 生れ 出 よ うと し て に る 胎児 は 親 と 全く 同一 を 色彩 紅 絞 を 具 え 
て いる の で あつ て , アオ タナ ゴ は アジ モ の 中 失 棲 息 す る か ら 二 次 的 基本 型 の マタ ナ ゴ が 青 緑 色 を 呈す る よ 

に を つた と いら よら な も の で な いら 。 つ まり 異 つた 三 つ の 体 色 は それ ぞ れ 固定 し て いる も の で ある と 同時 区 
一 定 の 体 名 を 繰 有 する も の の 壊 色 場 所 も 必ず 一 写し て に て , それ 等 が 温 醒 し て に る と こと も な けれ ば , 一 方 か 
ら 季 方 へ 移行 する よう な 変異 的 叙 向 を ば 絶対 に 示さ な い 。 

本 部 産 の タナ ゴ 類 を 記載 し た Jordan 用 び Sindo は 9 三崎 産 の Ditrema temmincki の 紅 休 が 赤い ア 
カタ ナー が 存在 る と と を 記し , その も の の 背 鯉 団 条 人 節 が が 79 で マタ オナ ゴ よ り 少 く , 体高 前 々 高く , 背 鮨 
及び 結 億 の 基部 に 沿う て 幼い 時 条 が 走 つ て いる と と を 挙げ て は いら る が, と れ は 別種 で ある と は 考え ん られ ぬ と 
陸 記し て いる 。 と と ろ が か が 後 (C Franz は と れ を マタ ナ ゴ の 変種 と 見 区 し て Ditrena temmincki var. jordant 
と 命名 し の, Tordan, Snyder。 及び Tanaka の 日 本 魚類 目録 や に は Ditrema jordani 2 と し で ミサキ 
ウッ ミタ ナ ゴ と いら うら 衝 名 を 与 を てら る が かがり, Hubbs も 赤 Franz の 命名 を 育 定 し て ある ツア プア カタナ ご を Ditrema 
NN ON 著者 は 半 
に Ditrema viridis と いち 5 新種 名 を アオ タナ ゴ ざ に 与 を て , アマ ダイ の 場合 の 如く 邦 族 の ウミ タナ ゴゴ を 3 艇 に 


1) Fish. Bull. (Dept. Fish & Ganie。 Cal) No. 88, °32 

2) Proc. U. S53. Nat. Mus., XXIV, 1902, p. 357. 

3) Miinch. abh. AK. Wiss., Math,-phys. Klasse. Suppl. Bd. 4, Abh. 1. 1910, p. 5【. 
4}) Jour. Coll. Sci., Imp. Univ. Tokyo。 XXXIII, Art 1913, p. 19. : 
5) Proc. Biol. Soc. Wash., Yo 31, 1918, p. 11. 
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分 制す せん と と を 主張 する も の で ある 。 そ し て Ditrema は monotype の 属 で ある と いら 5 Tarp の 主張 を 百 定 
し , 日 本 近海 住 次 ヒ 記 る す 4 種 の ウミ タナ ご が 棲息 する と と を 報告 する 。 
Family Eimbiotocidae ウミ タナ デマ 妊 
Genus Neoditrema Steindachner & DSGderlein オキ タナゴ 属 
},. Neoditrema ransonneti Steindachrner & Déderlein オキ タナ ゴ , スベ タナ デデデ 【( 小 綱 代 ) 
Neoditrema ransonneti Steindachner & Dé&derlein, 1883, Denkschr. Akad. Wiss, Wien, pt. 1, vol. 
47, p. 32. 

体長 は 頭 長 の 3.80 倍 , 体高 の 2.75 倍 , 頭 長 は 史 長 の 3.70 倍 : 眼 径 の 3.70 倍 ; 眼 聞 隔 の 3.40 倍 」 胸 
鮨 の 長 さ の 1.15 倍 ; 腹 鱗 の 長 さ の 1.40 倍 : 尾 柄 の 高 さ の 2.43 倍 , 背 鱗 3 還 2・! 軟条 ; 英 鱗 3 団 25 畔 
条 : 胞 鱗 19 軟条 : 腹 鮨 1.5 球 条 , 鱗 数 6-72-18; 鯉 和 6+22。 

ウミ タナ ゴ ヒ に 比 す れ ば 体高 が 著しく 低い 。 体 は 側 届 し , 背 風 両 線 は 一 様 に 環 曲 する 。 頭 部 の 背 重 線 は 妥 上 
に 於 て 凸 入 する 。 品 は 小さ く , 日 裂 笠 で ある 。 口角 は 辛うじて 有 眼 の 前 縁 下 に 達する 。 詩 は 薄く , 下 麻 に は 暖 帯 
が 無い , 眼 は 比較 的 大 きく , 頭 部 の 前 方 に 於 て 背 線 た 近く 位 す る 。 前 後 両 朱 際 は 庶 れ , 眼 の 上 前 方 に 位 す る 。 

負 和 は 細長 で 密 IC 並 列 する 。 背 館 の 頑 条 部 は 低く , 素 条 は 軟弱 で ある 。 背 鮨 軟条 部 赤 低 く 基底 長く , 剖 条 
は 後方 は 向う に 従 つ て 長 さ を 減ずる 。 胸 鮨 は その 先 敵 肛門 に 和 色 達 せ ず , 腹 鮨 は 前 者 より 生々 短く , その 先端 
福 う し て 肛門 に 達する 。 艇 鮨 長く て 低く , 東条 は 雪 弱 で , 後方 に 向う 従い その 長 さ を 減ずる 。 尾 箸 は 鋭く 
分 叉 する 。 日 唇 に 歯 を 欠く 。 

側線 は 体 の 上 方 を 体 の 緑 に 沿 ら て 走り , 尾 柄 部 の 上 半 部 を 縦走 し て 慣 鮨 基底 に 達する 。 体 の 前 半 部 に 於 
NIME 尾 
鮨 の 基底 部 は 細 秋 で 培 わ れる 。 

休 の 北都 は 光輝 ある 吐 赤 紫色 を 呈し , 腹部 は 色 溢 く て 銀色 を 滞 び る 。 胸 館 無 色 透 明 で ある が , 載 条 は 淡 赤 
資 色 を 呈す る 。 腹 鮨 は 暗 黄 赤色 。 こ 

体 の 全長 180 mm, 

本 記載 は 小 綱 代 に 於 て 1928 年 2 月 21 日 採集 する 10 尾 の 標本 中 の 1 尾 に よる 。 

産地 房州 以 南 本 邦 釧 地 の 内 湾 沿 崖 地 帯 に 極め て 普通 な も の で 日 本 海 方 面 に も その 姿 を 見 る 。 韓国 答 由 
方 面 か ら も 記載 され て レ に る 。 

Genus Ditrema Temminck & Schlegel ウミ タナ 属 
2. Ditrema temmincki Bleeker ンタ ナー 
Ditrema temnmuincki Bleeker, (s. str.) Verh. Bat. Gen., XXV, 1853, p. 33; Nagasaki 
Ditrema laeve Gunther, Cat. Fish., Il, 1860, p. 392; Japan 
Ditrema smithi Nystrom, Kong. Svensk. Vet. Akad., 1887, p. 32; Nagasaki. 

体長 は 頭 長 の 3.60 倍 体高 の 2.15 倍 , 頭 長 は 史 長 の 3 倍 』 過 人 径 の 3.40 倍 ; 有 眼 間隔 の 3.10 倍 , 背 鯉 
10 環 21 陵 条 ; 周 鯛 3 韓 27 電 条 , 鱗 数 10-74-17。 

体 は 長 駐 円 形 で 体高 高く , 著 し く 側 扇 する 。 昔 腹 両 緑 一 様 に 女 曲 する 。 品 は 小さ く , 下 顎 は 上 顎 より 侍 か に 
短い 。 上 顎骨 の 長 さ は 胸 長 と 路 々 等 し い 。 上 は 鈍い 円 雛形 で 1 列 を 存 す 。 下 顕 に 於 て は 前 端 に 近い 部 分 の み 
に 菌 か ある 。 鯉 家 は 短小 で 前 方 に 領 く , 第 一 鯉 弓 の 下肢 に は 15 個 の 鯉 起 が ある 。 前 後 の 鯉 蓋 呈 に 球 か が 無い 。 

体 の 中 央 部 側線 下 の 体 通 は 他 の 部 分 の ゃ の より 大 きい 。 背 鮨 の 基部 iC 沿い 鱗 琴 が ある 。 類 部 前 鍋 医 及び 
後 細 蓄 は 細 鱗 で 徐 わ れる 。 落 鮨 練 条 は 軟条 より 短い 。 最後 の 次 条 が 最も 長い 。 婁 条 は 後方 に 向う に 従 つ て そ 
の 長 さ を 減ずる 。 胸 賭 は 長く て その 先 敵 虹 門 に 達する 。 腹 鮨 は 脊 鮨 第 二 条 下落 生 す る 。 眉 鮨 の 電 条 は 短 
小 で 載 条 低 比 する れ ば 著しく 短 か い 。 尾 鮨 は 深く 分 逐 す る 。 

体 の 背部 は 暑 赤 茜色 で ある が 腹部 に 近づく KK 従 e 鉛 色 を 呈す る 。 前 側 募 鱗 部 の 下 縁 後 角 部 iC 暗 宰 色 の 斑点 
が あり , 口角 に 発し て 有 眼 を 許 C 後 上 方 に 貫通 する 同色 の 綻 条 が ある 。 その 上 方 移 部 中 央 を それ と 平行 し て 眼 
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前 達する 同様 の 斑 終 が あ る 。 背骨 は 古 赤 紫色 で < 区 条 部 の 外縁 は 黒色 を 量 する 時 同 及 び 尾 農 は 昧 殺 
胞 鱗 は 秘 黄 色 , 腹 鮨 は 次 補色 で ある が か が, その 前 縁 並び 後部 は 乳 円 色 を 旦 す る 。 

体 の 全長 182 mm. » 
. 本 記載 は 1929 年 3 月 2 日 三崎 焦 市 場 に て 入手 せる 黄 魚 標本 に よる 。 - . 

附 記 召 魚 に 共 て は 第 !6 乃至 19 右 骨 東 条 遷 黙 信長 し て 胸 鮨 と 殆ど 同 長 と な り 以 下 次 第 に 長き を 減ずる 。 


提 本 測 . 室 表 ニー ーー 
交 長 | 眼 間隔 ' 眼 径 | 斉 鱗 | 鮨 「 魚 列 | 交 央 列 


全長 | 性 別 ] 頭 長 | 休 高 

182 mm. で | 3.85 ! 9.15 3.00 3.10 | 31 IX, 21 | Ii。 94 | 10-74-17 5 

154 mm. ・ る | 3.72 3,00 3.00 5.00 | 5 IX, 22 | IIE 25 | 10-75-17 6 
| 


174 mrn. | 


3.60 2.32 3.55 3.45 | 7 IX, 91 | HL 26 1 16- 対 -19 7 


3. Ditrema fjordani (Franz) アカ タナ デー 
Dutrema temmincki Tordan & Sindo, Proc. U. S. Nat. Mur., XXIV, 1902, p. 359 tin 5 
Misaki. i 
Ditrema temmincki var. jodani Franz, Abh. Akad. Wiss. Munchen, IV, 1910, p. 51; Misaki. 
Difrem jordani Jordan, Snyder, & Tanaka, Jour. Coll. Sci., Tokyo lmp. 2 XXXIII, 1913, 
Art. L, p. 192; Misaki 
体長 は 頭 長 の 3.60 税 」 体高 の 2.15 倍 , 頭 長 は 移 長 の 3.28 知 ; 眼 径 の 3.28 倍 ; 眼 間隔 の 3.15 借 : 胸 
鮨 の 1.12 毎 」 腹 鱗 の 1.67 倍 : 最長 理 鮨 醒 条 の 3.12 倍 : 最長 背 鐘 二 条 の 1.95 倍 : 第 三 東 鱗 隷 条 の 5.45 
倍 : 最長 散 鱗 幸人 条 の 2.65 僅 : 尾 柄 高 の 2.35 倍 : 背 人 鱗 9 球 20 理 条 ; 端 講 3 革 26 豆 条 : 鱗 列 11-73-2C。 

} 体 は 鉱 円 形 に 近く て 側 謀 し , 腹 縁 は 共 よ り 更 伏 員 く 妖 曲 する 。 頭頂 の 輸 記 線 は 少し く 凹 入 す る 。 日 は 伸 
縮 可 能 で , 下 唇 は 上 唇 より 少し く 短 か いら 。 彰人 は 鈍い 円 鑑 形 で 1 列 を な す 。 下顎 の 先 敵 部 に は 各 側 3 個 の 菌 が 
着 生 する 。 前 後 の 鼻孔 は 司 大 で 偽 み に 離れ 眼 の 前 上 方 に 位 す る 。 押 契 は 繊細 で 第 一 鯉 弓 の 下肢 に は 約 14 個 を 
上 算 す る 。 頻 部 は 8 列 の 絹 鯉 を以て 避 わ れる 。 体 の 前 半 部 に 於 ける 側線 下 の 体 秋 は 好 の ずれ の 部 分 の 鱗 よ り 
$ 大 きく , そ の 高き は 幅 よ り も 大 で ある 。 印 て の 鮨 に 鱗 か な いら 。 背 朋 基 部 に 沿 ら 鱗 輔 が ある 。 胸 鮨 の 先 瑞 は 失 9 
肛門 に 到達 しない 。 腹 災 は 背 鮨 起点 直下 c 藩 生 す る , その 苑 凌 は 胞 鮨 の 区 凌 を 磁 か に 越え る 。 背 鱗 協和 休 は 再 条 
より ゃ 短 か い : その 最後 の ゃ の 最長 で ある 。 背 鮨 条 中 第 三 乃 至 第 大 最も 長 C。 尼 鮨 還 条 は 短小 で 第 三 が 最 
$ 長 いら : 寺 委 部 は 長く 前 半 部 の 外 痛 は 円 味 を 帯び る , 第 年 六 乃至 征 入 表 条 な 最も ゃ 長い 。 尾 鮨 は 深く 分 評 す る 。 

体 は 区 交 が あり 背部 は 黒ずん だ 金色 で ある が 下腹 部 に 向う に 従 ら 色 が 水 く な る 。 体側 の 鱗 列 に 治ら 名 暗 の 
中 和央 を 貫通 し て 縦走 する 金 生 色 の 帯 条 が ある 。 頭 項 は 赤 掲 色 。 前 欠 蓋 の 眼下 (C 位 する 部 分 は 金 材 色 , 口角 と 
眼下 と の 間 帯 紫 裾 色 の 環 点 が ある 。 そ の 周明 は 乳白 色 を 呈す る 。 背 鐘 暗 乏 色 を 呈す る が 韓 条 部 の 外 掴 は 黒 
色 を 帯び る 載 条 部 の 上 半 都 は 色 が 生々 淡い 。 尾 能 暗 可 色 , その 徐 招 は 落 々 時 ず ん で いる 。 胸 館 金 後 色 で 外 
緑 生々 時 く 鮨 膜 は 透明 で ある 。 腹 鮨 表 色 を 時 する : その 内 側 の 坪 条 は 反 。 局 鮨 は 暗 擬 色 で 外縁 は 黒ずん で 
いる 。 

体 の 全長 182 mm. 

本 記載 は 1928 年 4 月 27 日 油 密 に 貢 て 採集 し た 雌 魚 (17 尾 の 胎児 を 宿す ま ) に よる 。 

産地 他 の ゅ ミク ナー 類 と 異な り 沖合 深み の 岩礁 の 根 に 棲息 する 。 全国 的 に 分 布 す る る の らし いら が 疾 地 と 
し て 確認 きれ て いら る の は 三崎 池間 附近 で ある 。 

府 記 1902 年 に マタ ナー の 変型 と し て Jordan 及び Sindo (人 部 は 本 年 を 次 の 如く 記 途 し て 
いる 。 

「 三 崎 沖 合 の 深 味 で 採 捕 きれ た も の に 生活 時 の 体 色 が か 銅 樽 色 を 時 する も の が ある 。 体側 に は 環状 を な す 側 
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線 (C 沿 いら 更 C 強 度 の 可 赤 色 を 時 する 誤 条 が 走る 。 と れ 等 は アカ タナ ごと 呼ば れる が か か る 個体 の 多く は 背 

鱗 款 条 数 な 7 又は 8 ( 稀 に 9) に 減じ , 体形 も 一 般 の ャ タナゴ より 丸 味 を 整 び 鮨 も 黒ずん で 背 氏 と 千 鮨 と 

の 基 府 に 沿い 細い 黒色 の 帯 条 が 走 つ て いる 。 然し 我 等 は と れ を 別種 と は 認め な い .」] 云 々 

Franz は 後に Heberer が 横浜 で 控 集 し た ウッ ミ タナ デ ざ の 所 本 と DoHein が 油 電 と 三崎 と で 採集 し た 櫻 本 を 
検討 し て と これ を マタ ナ ゴ ご の 変種 と 認め Ditrema temmincki var. jordanat と 命名 し た の で ある が 。 著者 は 
と の 類 の 不変 な 遺伝 的 体 色 と その 接 息 場所 が 他 の 類 と は 全く 異 つ て いる と いら 生態 学 的 立場 か ら , と の 類 を 
更に 昇 格 させ て 光 立 の 種 と 見 区 きん と する の で ある 。 

4. Ditrema viridis sp. nov, アオ タナ デジ 

体長 は 頭 長 の 3.92 佑 : 体高 の 2.27 倍 , 頭 長 は 了 物 長 の 3.60 倍 : 眼 径 の 3.60 倍 : 眼 間 隔 の 3.35 倍 , 類 
部 鱗 列 8: 背 鱗 9 直 21 球 条 ; 夏 鱗 3 還 27 軟条 ; 鱗 列 10-74-20。 

形態 釣 特 徴 は マタ ナ ゴ と 全然 同一 で 具体 色 と 禁 息 場所 と を 異 に する 。 

体 の 診 部 黄 緑 色 を 落 び 腹面 に 近づく に 従 つ て 銀色 と な る 。 頭頂 は 黒 味 を 帯び た 革 色 を 基 す る 。 共 鮨 は 帯 葵 
大 色 で ある が , 刺 条 部 の 外 縁 は 濾 黒 色 を 時 する 。 胸 鮨 は 透明 で ある か 鮨 条 は 凝 黄 緑 色 を 癌 び る 。 腹 鮨 大 色 で 
基部 (Cc 近 く 乳 白色 の 部 分 が ある 。 鮨 の 基底 部 は 誤 功 潤 緑 色 , 外縁 部 は 淡 大 色 で ある 。 慣 鮨 は 帯 黄 淡 黒色 で 


体 の 全長 231 mm. 
本 記載 は 1928 年 3 月 2 日 三崎 魚 市 場 に 訟 て 入手 せる 避 人 魚 酸 本 に よる 。 


' 可 本 油 定 表 


全 大 | 性 列 | 頭 長 | 体 高 | 防 長 | 過 間 同 | 限 等 | 青 鮨 | 忌 丹 | 舌 多 | 多 列 


231 mm. g 3.60 X, 21 | TII, 27 | 10-74-20 8 
183 mm. @ 3.32 xX, 21 | III, 26 | 10-74-19 8 
184 mm. 5 3.32 XxX, 21 | ITH, 27 | 11-75-20 8 


総 括 
Family Embiotocidae ウ ミ タ ナブ プ 笠 
Genus Neooditrema Steindachner & DGderlein. 
1. ransonneti Steindachner & Déderlein オキ タナ ゴブ : スベ タナゴ 


Genus Ditrema Temminck & Schlegel 
2. temminckt Bleeker マタ タナ ゴ 
jordani (Franz) アオ タナ ゴ 
4. vias sp. vov. アラ タナ ゴ 


に 


Resnme 
On the Surf-Fishes Found in the Japanese Waters 


Masamitsu 〇 sriA 


According to the statement made by F. H. Tarp of Stanford University in his paper entitled “A 
Review of the Family Embiotocidae’”’ (Fish Bull., No. 88, 1952, Dept. Fish & Game, Bur. Mar. Fish, 
Cal.), genus Ditrema Temminck & Schlegel which includes common Japanese surf-fishes seeins to be 
monotypic. That is to say, Tarp does not agree with Hubbs’s suggestion of the possibility of the 


existence of two or more species of Ditrema im Japanese waters. 
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